これ は、 わたしたち 日本の 国民が、 すべての 公共物 

を 自分た ちの 計画と 資力. 労力で 建て、 それ を 自分た 

ちで 愉快に 使う 場所と する 習慣が なか つたから です。 

つまり、 社会 万端の 施設 も、 民主の 方法で 利用され る 

ものでなかった からでしょう。 

せまい、 個人的な まとまり よさ だけ を 眼目と する 鎂 

は、 社会 全体の 幸福 を 目 ざす、 大きい 着眼点に 移され 

なければ なりません。 

愛の 鎂は、 社会に 対する 愛と 識見の、 より ひろい 土 

台の 上に 立てられ るべ きで あろうと 思います。 
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